
【法学部法律学科】主要授業科目の選定

法学部法律学科ディプロマ・ポリシー

① ② ③

① ② ③

① ② ③

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③

FYS 1 2 ○ ○ ◎

必修(選択必修)の外国語科目 1～4 1～2 ◎ ○ ○

上記以外の外国語科目 1～4 1～2 ◎ ○ ○

「教養基礎演習」の科目 1～4 2

文章表現基礎演習 1～4 2 ○ ○ ◎

教養データサイエンス 1～4 2 ○ ○ ◎

「人文の分野」の科目 1～4 2

哲学 1～4 2 ○ ◎ ○

倫理学　　　 1～4 2 ○ ◎ ○

宗教学 1～4 2 ○ ◎ ○

心理学 1～4 2 ○ ◎ ○

文学　　　 1～4 2 ○ ◎ ○

日本語学　　　 1～4 2 ○ ◎ ○

言語学 1～4 2 ○ ◎ ○

世界史 1～4 2 ○ ◎ ○

日本史　　 1～4 2 ○ ◎ ○

民俗学　 1～4 2 ○ ◎ ○

考古学　　 1～4 2 ○ ◎ ○

文化人類学　 1～4 2 ○ ◎ ○

「社会の分野」の科目 1～4 2

社会学 1～4 2 ○ ◎ ○

人文地理学 1～4 2 ○ ◎ ○

法学 1～4 2 ○ ◎ ○

日本国憲法 1～4 2 ○ ◎ ○

政治学 1～4 2 ○ ◎ ○

グローバル世界のあり方 1～4 2 ○ ◎ ○

経済学 1～4 2 ○ ◎ ○

ジェンダー論 1～4 2 ○ ◎ ○

経営学 1～4 2 ○ ◎ ○

生涯学習論 1～4 2 ○ ◎ ○

社会心理学 1～4 2 ○ ◎ ○

日本事情 1～4 2 ○ ◎ ○

「自然の分野」の科目 1～4 2

基礎数学 1～4 2 ○ ◎ ○

数学と論理 1～4 2 ○ ◎ ○

物理学の基礎 1～4 2 ○ ◎ ○

物理学の展開 1～4 2 ○ ◎ ○

化学の基礎 1～4 2 ○ ◎ ○

化学の展開 1～4 2 ○ ◎ ○

生物学の基礎 1～4 2 ○ ◎ ○

生物と環境 1～4 2 ○ ◎ ○

生命科学 1～4 2 ○ ◎ ○

科学技術論 1～4 2 ○ ◎ ○

体験型研修（自然の分野） 1～4 2 ○ ◎ ○

天文学 1～4 2 ○ ◎ ○

データサイエンス数学基礎 1～4 2 ○ ◎ ○

教養デジタルテクノロジ 1～4 2 ○ ◎ ○

AIの実践と社会への展開 1～4 1 ○ ◎ ○

「人間形成の分野」の科目 1～4 1～2

キャリアデザイン 1～4 2 ○ ◎ ○

ボランティア論 1～4 2 ○ ◎ ○

アート＆デザイン 1～4 2 ○ ◎ ○

神奈川大学の歴史 1～4 2 ○ ◎ ○

手話入門 1～4 2 ○ ◎ ○

体験型研修（人間形成の分野） 1～4 2 ○ ◎ ○

健康科学とスポーツⅠ 1～4 1 ○ ◎ ○

健康科学とスポーツⅡ 1～4 1 ○ ◎ ○

生涯スポーツ 1～4 1 ○ ◎ ○

メンタルヘルス 1～4 2 ○ ◎ ○

体験型研修（スポーツ） 1～4 2 ○ ◎ ○

社会生活と健康 1～4 2 ○ ◎ ○

「現代社会と市民」の科目 1～4 2

DP2　国際的感性とコミュニケーション能力
 (1) 日本の法制度の特色を外国と比較しながら認識できること。

グローバル社会において必
要とされる外国語運用能力
の修得

国際的視野のもと自ら発信で
きる国際的感覚の修得

コミュニケーション能力の
獲得

【身につく力】

DP1　自立した良識ある市民としての判断力と実践力
 (1) 憲法、民法をはじめとする基本的な法律を理論的に考察できること。
 (2) 社会における諸問題を法的問題としてとらえ、他者との法的な議論を経て問題を解
決できること。

法学・政治学の判断枠組み
を用いて、基本的な法制度
を理論的に考察できる法的
思考力の修得

社会における諸問題を、自
ら発見し、法学・政治学の観
点から妥当な解決方法を判
断できる能力の獲得

現代社会の課題を適切に解
決し、それを説得的に他者
に表現する能力の獲得

DP3　時代の課題と社会の要請に応えた専門的知識と技能
 (1) 法曹及び各種法律専門職に就くための基礎的な学力を備えていること。又は、国家・
地方公務員として公務に携わるのに必要な、基本的な法的知識を修得し、実務に応用でき
ること。
 (2) 又は、ビジネスパーソンとして経営・取引実務に携わるのに必要な、基本的な法的知
識を修得し、実務に応用できること。
 (3) 又は、多様な人々との間の連絡調整事務に携わるのに必要な、基本的な法的知識を
修得し、実務に応用できること。

法学政治学の基本的な知識
や考え方の修得とそれらを
法実務上活用することがで
きる能力の獲得

ビジネス分野における基本
的な知識や考え方の修得と
それらをビジネス実務上活
用することができる能力の
獲得

多様な人々との間の利益調
整に必要な基本的な知識を
修得し、それらを現実社会
において活用できる能力の
獲得

授業科目の
名称

授業を行う
年次

単位数
DP1 DP2 DP3

1/4



① ② ③ ① ② ③ ① ② ③

授業科目の
名称

授業を行う
年次

単位数
DP1 DP2 DP3

社会と人間 1～4 2 ○ ◎ ○

科学技術と社会 1～4 2 ○ ◎ ○

世界の中の日本 1～4 2 ○ ◎ ○

公共の新しいかたちをもとめて 1～4 2 ○ ◎ ○

観光とコミュニティ 1～4 2 ○ ◎ ○

社会生活とスポーツ 1～4 2 ○ ◎ ○

環境と社会 1～4 2 ○ ◎ ○

科学の世界 1～4 2 ○ ◎ ○

建築と都市 1～4 2 ○ ◎ ○

テーマ演習 1～4 2 ○ ◎ ○

憲法Ⅰ 1 2 ◎ ○ ○

憲法Ⅱ 1 2 ◎ ○ ○

民事法入門 1 2 ◎ ○ ○

刑事法入門 1 2 ◎ ○ ○

民法基礎A 1 4 ◎ ○ ○

民法基礎B 2 4 ◎ ○ ○

民法基礎C 2 4 ◎ ○ ○

憲法Ⅲ 2 2 ◎ ○ ○

憲法Ⅳ 2 2 ○ ◎ ○

刑法Ⅰ 2 2 ◎ ○ ○

刑法Ⅱ 2 2 ◎ ○ ○

刑法Ⅲ 3 2 ◎ ○ ○

刑法Ⅳ 3 2 ◎ ○ ○

行政法Ⅰ 3 2 ◎ ○ ○

行政法Ⅱ 3 2 ◎ ○ ○

民法応用A 3 2 ○ ◎ ○

民法応用B 3 2 ○ ◎ ○

民法応用C 3 2 ○ ◎ ○

家族法Ⅰ 3 2 ◎ ○ ○

家族法Ⅱ 3 2 ◎ ○ ○

民事訴訟法論点研究 3 2 ○ ◎ ○

刑事訴訟法 3 4 ◎ ○ ○

民事訴訟法Ⅰ 2 2 ◎ ○ ○

民事訴訟法Ⅱ 2 2 ◎ ○ ○

法学部入門演習 1 2 ○ ○ ◎

政治学入門 1 2 ○ ○ ◎

企業法特講 1 2 ○ ◎ ○

法学部基礎演習Ⅰ 1 2 ○ ◎ ○

法学部基礎演習Ⅱ 2 2 ○ ◎ ○

自治体法Ⅰ 2 2 ◎ ○ ○

自治体法Ⅱ 2 2 ◎ ○ ○

環境法Ⅰ 2 2 ◎ ○ ○

環境法Ⅱ 2 2 ◎ ○ ○

基本行政学 2 2 ◎ ○ ○

応用行政学 2 2 ◎ ○ ○

日本政治 2 2 ○ ○ ◎

会社法Ⅰ 2 2 ○ ◎ ○

会社法Ⅱ 2 2 ○ ◎ ○

国際法Ⅰ 2 2 ○ ◎ ○

国際法Ⅱ 2 2 ○ ◎ ○

国際政治学Ⅰ 2 2 ○ ◎ ○

国際政治学Ⅱ 2 2 ○ ◎ ○

憲法論点研究Ⅰ 3 2 ◎ ○ ○

捜査法 3 2 ○ ◎ ○

少年法 3 2 ○ ◎ ○

刑事政策Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

刑事政策Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

税法Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

税法Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

社会保障法Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

社会保障法Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

防災行政とまちづくり 3 2 ○ ◎ ○

防災法・危機管理法 3 2 ○ ◎ ○

商法Ⅰ 3 2 ◎ ○ ○

商法Ⅱ 3 2 ◎ ○ ○

労働法Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

労働法Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

民事執行･保全法 3 2 ○ ◎ ○

倒産処理法 3 2 ○ ◎ ○

国際協力論Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

国際協力論Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

法学部ゼミナールⅠ 2 2 ○ ○ ◎

法学部ゼミナールⅡ 3 4 ○ ○ ◎

法学部ゼミナールⅢ 4 4 ○ ○ ◎

法情報学 1 2 ○ ◎ ○

法律学特講A 1 2 ○ ◎ ○

政治学特講Ⅰ 1 2 ○ ◎ ○

教育法Ⅰ 2 2 ○ ◎ ○

教育法Ⅱ 2 2 ○ ◎ ○

消費者法Ⅰ 2 2 ○ ◎ ○

消費者法Ⅱ 2 2 ○ ◎ ○

日本政治史 2 2 ○ ○ ◎

比較政治学Ⅰ 2 2 ○ ◎ ○

比較政治学Ⅱ 2 2 ○ ◎ ○

社会調査論 2 2 ○ ◎ ○

経済学入門Ⅰ 2 2 ○ ◎ ○

経済学入門Ⅱ 2 2 ○ ◎ ○

法律学特講B 2 2 ○ ◎ ○

政治学特講Ⅱ 2 2 ○ ◎ ○
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授業科目の
名称

授業を行う
年次

単位数
DP1 DP2 DP3

政治学特講Ⅲ 2 2 ○ ◎ ○

憲法論点研究Ⅱ 3 2 ◎ ○ ○

ジェンダーと法 3 2 ○ ◎ ○

行政法特講 3 2 ○ ◎ ○

地方自治論Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

地方自治論Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

公共経営論 3 2 ○ ◎ ○

自治体経営論 3 2 ○ ◎ ○

公務員制度論 3 2 ○ ◎ ○

不動産法実務 3 2 ○ ◎ ○

不動産鑑定理論 3 2 ○ ◎ ○

登記実務Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

登記実務Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

登記実習 3 2 ○ ◎ ○

知的財産法Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

知的財産法Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

保険法 3 2 ○ ◎ ○

運送・海商法 3 2 ○ ◎ ○

経済法Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

経済法Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

金融商品取引法 3 2 ○ ◎ ○

法哲学Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

法哲学Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

法社会学Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

法社会学Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

日本近現代法史Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

日本近現代法史Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

比較法Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

比較法Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

英米法Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

英米法Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

アジア法Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

アジア法Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

国際法Ⅲ 3 2 ○ ◎ ○

国際法Ⅳ 3 2 ○ ◎ ○

国際取引法Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

国際取引法Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

国際私法Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

国際私法Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

日本政治思想史Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

日本政治思想史Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

西洋政治思想史Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

西洋政治思想史Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

アジア政治史 3 2 ○ ◎ ○

アジア政治 3 2 ○ ◎ ○

ヨーロッパ政治 3 2 ○ ◎ ○

ヨーロッパ政治史 3 2 ○ ◎ ○

法律学特講C 3 2 ○ ◎ ○

法律学特講D 3 2 ○ ◎ ○

政治学特講Ⅳ 3 2 ○ ◎ ○

政治学特講Ⅴ 3 2 ○ ◎ ○

行政学特講Ⅰ 3 2 ○ ◎ ○

行政学特講Ⅱ 3 2 ○ ◎ ○

手形・小切手法 4 2 ○ ◎ ○

法学政治学英語特講Ⅰ 1～2 2 ◎ ○ ○

法学政治学英語特講Ⅱ 1～2 2 ◎ ○ ○

法学政治学英語特講Ⅲ 1～2 2 ◎ ○ ○

法学政治学英語特講Ⅳ 1～2 2 ◎ ○ ○

法学政治学英語特講Ⅴ 1～2 2 ◎ ○ ○

法学政治学英語特講Ⅵ 1～2 2 ◎ ○ ○

法律学特修Ⅰ 2 2 ○ ◎ ○ ◎

法律学特修Ⅱ 2 2 ○ ◎ ○ ◎

Global Perspective Program特修 2 2 ○ ◎ ○ ◎

警察官実務特修Ⅰ 2 2 ○ ◎ ○ ◎

自治体実務特修Ⅰ 2 2 ○ ◎ ○ ◎

自治体実務特修Ⅱ 2 2 ○ ◎ ○ ◎

法律学特修Ⅲ 3～4 2 ○ ◎ ○ ◎

法律学特修Ⅳ 3～4 2 ○ ◎ ○ ◎

法律学特修Ⅴ 3～4 2 ○ ◎ ○ ◎

法律学特修Ⅵ 3～4 2 ○ ◎ ○ ◎

警察官実務特修Ⅱ 3～4 2 ○ ◎ ○ ◎

警察官実務特修Ⅲ 3～4 2 ○ ◎ ○ ◎

警察官実務特修Ⅳ 3～4 2 ○ ◎ ○ ◎

自治体実務特修Ⅲ 3～4 2 ○ ◎ ○ ◎

自治体実務特修Ⅳ 3～4 2 ○ ◎ ○ ◎

企業法務実務特修Ⅰ 3～4 2 ○ ◎ ○ ◎

企業法務実務特修Ⅱ 3～4 2 ○ ◎ ○ ◎

情報処理Ⅰ 1～4 2 ○ ◎ ○

情報処理Ⅱ 1～4 2 ○ ◎ ○

日本史概論Ⅰ 1～4 2 ○ ◎ ○

日本史概論Ⅱ 1～4 2 ○ ◎ ○

外国史概論Ⅰ 1～4 2 ○ ◎ ○

外国史概論Ⅱ 1～4 2 ○ ◎ ○

人文地理学概論Ⅰ 1～4 2 ○ ◎ ○

人文地理学概論Ⅱ 1～4 2 ○ ◎ ○

立地論 1～4 2 ○ ◎ ○

経済地理学 1～4 2 ○ ◎ ○

自然地理学概論Ⅰ 1～4 2 ○ ◎ ○

自然地理学概論Ⅱ 1～4 2 ○ ◎ ○
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授業科目の
名称

授業を行う
年次

単位数
DP1 DP2 DP3

地理学（含地誌） 1～4 2 ○ ◎ ○

社会学概論Ⅰ 1～4 2 ○ ◎ ○

社会学概論Ⅱ 1～4 2 ○ ◎ ○

哲学概論Ⅰ 1～4 2 ○ ◎ ○

哲学概論Ⅱ 1～4 2 ○ ◎ ○

ミクロ経済学I 1～4 4 ○ ◎ ○

近現代日本経済史 1～4 2 ○ ◎ ○

近代日本経済史 1～4 2 ○ ◎ ○

世界経済論 1～4 2 ○ ◎ ○

現代世界経済論 1～4 2 ○ ◎ ○

マクロ経済学I 1～4 4 ○ ◎ ○

マーケティング論 1～4 2 ○ ◎ ○

マーケティング戦略論 1～4 2 ○ ◎ ○

社会経済学 1～4 4 ○ ◎ ○

西洋経済史 1～4 2 ○ ◎ ○

欧米経済史 1～4 2 ○ ◎ ○

財政学（政府支出） 1～4 2 ○ ◎ ○

財政学（政府収入） 1～4 2 ○ ◎ ○

経営学入門 1～4 2 ○ ◎ ○

経営学概論 1～4 2 ○ ◎ ○

社会思想史Ⅰ 1～4 2 ○ ◎ ○

社会思想史Ⅱ 1～4 2 ○ ◎ ○

税務会計論 1～4 2 ○ ◎ ○

財務会計論 1～4 2 ○ ◎ ○

会計基準論 1～4 2 ○ ◎ ○

日本経済の仕組み 1～4 2 〇 ◎ 〇

◎＝DPと「身につく力」の要素が特に関連している
○＝DPと「身につく力」の要素が関連している
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